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2.会社概要 
2－1.環境経営活動の事業範囲 

渡辺ケミカル株式会社 東京支店  

エコアクション 21 認証登録番号 0001495 

2－2.環境経営活動の代表者 

東京支店 支店長 渡邉 宗一郎 

2－3.所在地 

〒105-0004 東京都港区新橋 5－1－9 銀泉新橋第二ビル 4Ｆ 

2－4.環境関係の担当者連絡先 

環境責任者：井戸 真司  EA21 事務局：柳田 光大 

TEL：03－6402－3731 FAX：03－6402－3735 

2－5.企業の規模 

従業員数：35 名（2022 年 9 月末 支店常駐役員、執行役員、派遣社員含む） 

事業所延床面積：555.21m2  

2－6.事業内容、設立日 

事業内容：医薬食品原料、化学品原料の販売 

設立日：1949 年 10 月 26 日 

2－7.他事業所の環境経営活動認証範囲 

本社及び大阪支店 EA21 認証登録番号 0001523 

大阪市中央区平野町三丁目 6 番 1 号 あいおいニッセイ同和損保 御堂筋ビル 

名古屋営業所    EA21 認証登録番号 0000686 

名古屋市中区二丁目 4 番 3 号 錦パークビル 6 階 
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3.環境経営レポートの対象 
対象組織：渡辺ケミカル株式会社 東京支店 

対象期間：第 73 期（2021 年 10 月～2022 年 9 月） 

次回の発行予定：2023 年 11 月 

 

4.環境経営方針 
〈基本理念〉 

渡辺ケミカル株式会社東京支店は、医薬食品化学品卸売業として商品販売活動並

びに日常オフィス業務の中で環境負荷低減活動の継続的な活動を展開する 

 

〈活動方針〉 

環境を意識し、環境負荷低減を目指し、地球環境に貢献する 

 

〈重点活動項目〉 

1．①環境汚染を予防 ②人体への影響を回避 ③気候変動を抑制 ④資源有効活用

に寄与 ⑤生物多様性の保全、を考慮した事業活動を行う。 

2．専門商社として、営業活動の中で環境配慮型商品の取扱に注力し、ユーザーに

製品情報を提供する。 

3．環境に関する法規制及びその他の要求事項を遵守する。 

4．環境経営方針は、全ての社員に周知する。 

 

（2019 年 12 月 23 日 改定） 
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5.組織図と主な役割 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東京支店の環境マネジメントシステムの最高責任者であり、課題とチャンスを明確にします。 

環境経営方針の作成や環境マネジメントシステム全体の見直しを行います。 

 

 

 

実務上の責任者です。  

組織の環境マネジメントシステム運用の様々な面に関わります。 

 

 

 

環境責任者の下、皆さんの環境管理活動をサポートします。 

 

 

 

各部の責任者です。 

自部門のＰＤＣＡを確実に回していきます。 
 

 

 

環境経営方針、環境経営目標や活動計画を理解し、ルールを守って目標達成を目指します。 

 

東京支店長 

環境責任者 事 務 局 

（医薬食品事業部） 

医薬食品部 

医薬開発営業部

環境推進リーダー 

事業開発部 
薬事室 

環境推進リーダー 

（化成品事業部） 

東日本営業部 

海外営業部 

環境推進リーダー 

従業員 

東京支店長（渡邉（宗）支店長） 

営業推進部 

（含む管理部） 

環境推進リーダー 

従業員 従業員 従業員 

環境責任者（井戸化成品副事業部長・東日本営業部長） 

環境推進リーダー 

事務局（柳田グループマネージャー） 

従業員 
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6.当期の環境経営活動の取り組み 
6－1.当期環境経営目標とその実績 

 73 期の目標とその達成実績は以下の通り。 

 第 72 期実績 第 73 期目標 第 73 期実績 評価 

環境配慮商品の販売 
（前年比 3％Up） 

前期比 98.8% 
（¥886 百万円） 

前期比 103.0% 
（¥913 百万円≦） 

前期比 103.7% 
（¥919 百万¥円） ○ 

化学物質審査規制法順守

管理の徹底 
○ ○ ○ ○ 

温室効果ガス排出量 
（72 期と同等以下） 

20,788 
（kg-CO2） 

20,700≧ 

（kg-CO2） 

24,634 
（kg-CO2） 

前期比 118.5% 
△ 

コピー用紙使用量 
（71 期（22.2 万枚） 

比 30%減） 
142,500 枚 155,400 枚≧ 

137,000 枚 

（71 期比 38%減） ○ 

事務用品のグリーン購入

推進 
○ ○ ○ ○ 

給湯室・洗面所での節水

活動推進（注記） 
○ ○ ○ ○ 

廃棄物の分別回収の徹底 

（注記） 
○ ○ ○ ○ 

整理・整頓に努め、業務の

効率化を図る 
○ ○ ○ ○ 

フロン排出抑制法対応 
一部不備あり、 
是正措置により 
対応した 

○ ○ ○ 

（注記）当社は、賃貸ビルの一室の為、排水量や廃棄物等排出量の把握が困難なため、定量的に把握

していません。排水量、廃棄物等排出量に係る目標は定性的な活動評価のみ実施しています。 

■電力の CO２排出係数は東京電力発表(2022 年)の 2021 年データを使用。⇒0.452(kg-CO2/kWh) 

■評価の基準;○：目標達成、△：活動は実施したが、目標は未達成 

×：活動未実行または、計画見直しの必要あり 
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6－2.当期の取り組み内容と成果 

6－2－1．環境配慮商品の販売 

73 期目標：前期比 103%（913 百万円）⇒ 実績：前期比 103.7%（919 百万円） 

製品群別の前期比実績は次の通り。 

水系保存剤：83%  

水系樹脂（ウレタン他）：140% 

粒状活性炭：117% 

植 物 油：101% 

その他：46% 

保存剤は、建装材用途向けの販売が落ち込んだ。水系樹脂については、新規商材が

前期の落ち込みをカバーした他、輸出でも伸張した。また活性炭も順調に推移し、

環境配慮商品全体としては目標を達成する事が出来た。 

 

6－2－2．化学物質審査規制法順守管理の徹底 

「化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律」に基づいて行政庁への届け出が

義務づけられている化学品については、輸入した実績に基づき怠りなく届出を行う

必要がある。 

従来は、該当商品の有無確認作業を評点で数値化する事により、確認・届出漏れを

防ぐ運用を行っていたが、輸入取引時の申請書式を改めることにより、適用法令や

化審法に関連する手続きを、管理者が確実に捕捉し、確認出来る運用に変更した。 

日常の法令順守管理、必要な行政庁への届出とも、問題無く遂行出来ている。 
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6－2－3．地球温暖化防止対策 

73 期目標：20,700 kg-CO2 以下  ⇒ 実績: 24,634 kg-CO2 

目標値を 72 期同等以下と定めたが、18.5% 増加する結果となった。 

業務体制の変化から一部に残業が慢性化し、オフィスの稼働時間が長くなっている

事も一因であるが、大幅な増加要因については、前期に比べて寒暖の度合いが厳し

かったことによるものと推定している。 

 

6－2－4．コピー用紙の使用量削減 

73 期目標：総枚数 155,400 枚 以下 ⇒ 実績：総枚数 137,000 枚 

目標値を 71 期（22.2 万枚）の 30%減と定めたが、結果は 38％減となった。 

新型コロナ感染症対策に起因し、紙に印刷して管理していた「受発注」「売上管

理」の工程を、紙を使わない方法に変更している。 

習熟度が上がり、印刷による確認作業が減少したものと思われる。 

 

6－2－5．グリーン購入 

事務用品や備品の調達に際しては、環境対応商品を多く取り扱う「通販サイト」を

利用しているが、性能上の必要から、環境対応でない商品を選択する場合も多い。 

そのため、達成評価については 71期より、「エコマーク商品の購入金額比率」から

「商品選択の妥当性」に変更して運用している。 

購入商品につき毎月詳細に点検を行った結果、適正と判断した。 

 

6－2－6．節水活動及び一般廃棄物の分別 

水を使う機会は多くはないが、日頃から従業員に対して啓蒙を行っている。また、
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一般廃棄物の分別には一般廃棄物分別手順書を作成し、燃えるゴミ／燃えないゴミ

の分別、ペットボトル・缶・ビンの分別、食べ残しや茶殻等の分別を徹底している。 

また廃棄書類については業者に委託し、必要に応じ溶解証明書等を入手している。 

 

6－2－7．産業廃棄物の処理 

使用期限切れ商品や破袋品など、産業廃棄物の処理については、許可を有している

適切な業者と契約して適切に処理を行っている。業者が有効な処理許可を有してい

るか否か（期限切れ等ないか等）の確認も行っている。廃棄依頼についてはその都

度、マニフェストを入手して適切に管理を行っている。 

また、毎年 6 月 30 日迄に、前年 4 月 1 日から 3 月 31 日迄に廃棄した産業廃棄物

について関係省庁への届出を行っている。 

前提として、産業廃棄物の発生を抑制する事に最大の注意を払い、発生した際は、

適切な処理を遂行する。 

 

6－2－8．整理・整頓 

効率的な業務の遂行には整理・整頓が不可欠である。 

継続して、事務所、就業環境、書類の整理・整頓に努めていく。 

 

6－2－9．医薬在庫品の品質管理 
事務所内の倉庫に在庫している医薬品については、常に一定した温度管理を行い、

その品質管理を行っている。日々の業務の中で、温度管理に異常がないかどうかを

チェックし、品質管理に努めている。 

 



11 
 

6－2－10．到着サンプル･書類の SOP 管理 
事務所に送られて来るサンプルの中には冷蔵保管が必須なものもある。冷蔵保管が

必須なものの管理を怠り、常温で放置すればその品質が落ちことがある。 

この為、サンプルや書類についてそのままどこかに放置されることなどの無いよ

う、SOP（Standard Operating Procedure）（標準作業手順書）に従い、適切な処

理がなされる管理を行っている。 

 

6－2－11．ボランティアへの参加 
従来より「芝地区生活安全・環境美化活動推進協議会」の主催する「クリーンキャ

ンペーン（路上投げ捨て煙草の清掃作業）」に参加している。 

ここ 2年は新型コロナウイルス感染症の影響からイベントが中止となっていたが、

当期は同キャンペーンが再開されたため、路上清掃作業に参加した。 

 

6－2－12．フロン排出抑制法対応 
法令に従い、薬事倉庫内の空調設備の室外機、室内機の簡易検査を四半期毎に実施

した。 
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7.中期環境経営目標 
7－1.中期環境経営目標 

74 期以降の目標を以下の通り策定した。 

第 74 期（'22/10～'23/09） 第 75 期（'23/10～'24/09） 第 76 期（'24/10～'25/09） 

環境配慮商品売上を第 73 期比 3%増

とする 

環境配慮商品売上を第 74 期比 3%増

とする 

環境配慮商品売上を第 75 期比 3%増

とする 

化学物質審査規制法順守管理を徹底

する 

化学物質審査規制法順守管理を徹底

する 

化学物質審査規制法順守管理を徹底

する 

温室効果ガス排出量を第 72 期

（20,700 kg-CO2）同等以下とする 

温室効果ガス排出量を第 72 期

（20,700 kg-CO2）同等以下とする 

温室効果ガス排出量を第 72 期

（20,700 kg-CO2）同等以下とする 

コピー用紙使用量を 133,000 枚以下

（第 72 期比 3％減）とする 

コピー用紙使用量を 130,000 枚以下

（第 72 期比 5％減）とする 

コピー用紙使用量を 127,500 枚以下

（第 72 期比 7％減）とする 

事務用品・備品類のグリーン購入推進 事務用品・備品類のグリーン購入推進 事務用品・備品類のグリーン購入推進 

給湯室・洗面所での節水活動推進 給湯室・洗面所での節水活動推進 給湯室・洗面所での節水活動推進 

事務所内廃棄物の分別回収の徹底 事務所内廃棄物の分別回収の徹底 事務所内廃棄物の分別回収の徹底 

産業廃棄物発生の抑制 

廃棄記録の徹底（ﾏﾆｭﾌｪｽﾄの入手） 

産業廃棄物発生の抑制 

廃棄記録の徹底（ﾏﾆｭﾌｪｽﾄの入手） 

産業廃棄物発生の抑制 

廃棄記録の徹底（ﾏﾆｭﾌｪｽﾄの入手） 

整理・整頓に努め業務の効率化を図る 整理・整頓に努め業務の効率化を図る 整理・整頓に努め業務の効率化を図る 

医薬在庫品の品質管理の徹底 

（温度管理等） 

医薬在庫品の品質管理の徹底 

（温度管理等） 

医薬在庫品の品質管理の徹底 

（温度管理等） 

サンプル類の、取り扱い、保管・管理

の徹底 

サンプル類の、取り扱い、保管・管理

の徹底 

サンプル類の、取り扱い、保管・管理

の徹底 

 
地域ボランティア活動への参加 

 

 
地域ボランティア活動への参加 

 

 
地域ボランティア活動への参加 

 

 

フロン排出抑制法対応 
 

 

フロン排出抑制法対応 
 

 

フロン排出抑制法対応 
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7－2. 74 期以降の組みについて 

目標達成のためには、各目標に対し、これまで行って来た行動を継続して実行し、

確実に PDCA サイクルを回す事が基本である。 

また推進役メンバーも固定化することなく、幅広く参画を求め、新たな発想や行動

が成果に繋がるように働きかけていく。 

環境配慮商品の売上伸張については、市場分析、教育、情報共有など充分な手間を

掛けながら戦略的に取り組んでいく。 

 
8.環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

73 期に於ける、環境関連法規の遵守状況は以下の通り。 

 

8－1．環境関連法規の遵守状況 

NO 環境関連法規の名称 遵守 備考 

1 化学物質審査規制法 ○  

2 廃棄物処理法 ○  

3 家電リサイクル法 ○  

4 改正化審法 ○  

5 港区廃棄物の処理及び再利用に関する条例 ○  

6 毒物及び劇物取締法 ○  

7 フロン排出抑制法 ○  
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9.代表者による全体評価と見直し 
 

「環境配慮商品の拡販」テーマについては、当社の事業内容を鑑みると、地球環境

の保全、環境課題の克服に十分貢献出来る活動内容であり、その重要度は高い。 

また、エコアクション 21 の活動を継続する為の、利益の源泉でもある。 

73 期は、経済全般の復調や価格是正効果に加え、新規商材の牽引により、目標を

達成することが出来た。 

経済情勢に左右されず継続して成果を上げることが出来るよう、また活動を通じて

取引先からの信頼を獲得出来るよう、更なるテーマや商材の開発と普及活動を期待

したい。 

 

また、エコアクション 21 については、現在三拠点それぞれでの運営を行っている

が、効率的な運営を図るため、またより多くの成果を生み出すため、全社横断的な

運営形態に深化させたいと考える。 

引き続き、優先課題として取り組むこととする。 

 


